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申請の概要 

「レセプト情報・特定健診等データベース（以下 NDB）」における歯科診療レセプトの電子化が 2015 年度より急速に進み、ほぼ

100％近くにまで達した。これにより、歯科傷病別の患者数や診療内容などの悉皆データが得られるようになり、特定健診や医科レ

セプトとの関連についての検討が可能となった。 

本研究の目的は、全国健康保険協会大阪支部より調査・研究依頼を受け、主として 35 歳以上の大阪支部の被保険者本人の歯科レ

セプトデータと特定健診データおよび医科レセプトデータを用い、メタボリックシンドロームや生活習慣（喫煙、食習慣、運動習慣

等）と歯科医療費、医科医療費との関連を検討することにより、歯科の受療が全身にどのような影響を及ぼしているか、また生活習

慣が歯科医療費の増加にどの程度関与しているかを明らかにすることである。本研究によって、歯科処置を受療することの必要性や、

生活習慣の改善が医療費のみならず歯科医療費の抑制につながることが明らかになれば、歯科医療の受療勧奨および生活習慣改善の

必要性のためのエビデンスとなることが期待される。 


